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Ⅰ．論文の内容の要旨 
（１）論文の構成 
本論文は、本文、Notes、Works Cited を含め、173 頁からなる。本論文の構成
は、以下のとおりである。 
 
Introduction: The Generation Who Were Too Young to Fight 
 
Chapter 1: Manliness in Writings of the Modernists after the First World War 
 
Chapter 2: The Psychic Prison of Manliness: A Reflexive Gaze into the Male 
Subjectivity in Decline and Fall 
 
Chapter 3:  “Just You Look at Yourselves”: Relativisation of the Authentic Image of 
Masculinity in Vile Bodies 
 
Chapter 4: Funeral Rites for an Explorer: The End of Imperial Masculinity in A 
Handful of Dust 
 
Chapter 5: “Contra Mundum” Again: The Anti-Masculine Narration of Brideshead 
Revisited  
 
Conclusion: Searching for an Alternative Father Figure 
 
Notes 
 
Works Cited 
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（２）論文の内容要旨 
本論文では、Evelyn Waugh の主要小説を、戦間期において文化的に流布し
ていた「男らしさ」というジェンダー・イデオロギーと男性キャラクターと
の精神的関係に着目して再読を行う。これまでウォーの小説は、第一次世界
大戦後における人間存在の機械化、疎外化、断片化といった社会的な負の側
面を風刺しているとされてきた。しかし、ウォーの関心はイギリス社会とい
う外部のみならず、大戦後の不安的な自己の内部、とりわけ精神内部におけ
る男性の主体形成へと向けられている。ウォーは規範的「男らしさ」という
イデオロギーの抑圧を受け、精神的領域における規範の内面化によって男性
主体が構築されると認識し、その認識を通して規範的男性性の相対化を企図
し、あるいはその影響に対抗する手段を模索していることを明らかにする。 
 第 1 章では、戦間期における「男らしさ」という規範概念の普及と影響力
を確認するためにセクシュアリティとジェンダーの問題に特に強い関心を払
った D. H. Lawrence の Lady Chatterley’s Lover と Virginia Woolf の Three Guineas
に焦点を当てる。第一次世界大戦後において傷ついた兵士たちが、戦場の英
雄から大戦の苦い記憶へと変容していった歴史的背景を踏まえれば、傷病兵
として帰還し、妻と森番の性的関係から不能者として排除される Clifford は、
「健常な」社会に「頽廃」の感覚をもたらす傷病帰還兵の苦悩を体現する人
物として再定義することができる。一方、Three Guineas は平和主義者である
ウルフが、戦争を抑止すべく「教育ある男性の娘たち」の代弁者として、家
父長制とファシズムを批判するエッセイとして認識されてきた。しかし、ウ
ルフがエッセイの中で用いる一人称複数の“we”が、女性ばかりではなく第一
次世界大戦にて戦死した Wilfred Owen の名を含んでいることに留意するなら
ば、ウルフは決して男性全体をひとつの類型として認識していたわけではな
く、権威的男性性に抑圧される男性を自らが想定する“outsider”という範疇に
含めた上で、権威的男性性を批判していることがわかる。前世代のモダニス
トであるロレンスとウルフにおいてすでに抑圧される男性像が提示されてい
る点は、次世代のウォーの創作における男性性表象を検討する上で重要な視
座を得ることになる。 
 第 2 章ではウォーの第一作 Decline and Fall に焦点を当て、作中で登場する
「牢獄」という装置が、内面化された規範的「男らしさ」による精神的な牢
獄となっていることを論じる。主人公 Paul Pennyfeather の冒険が、「男らしさ」
の獲得を推奨した少年向け文学が再生産してきた冒険物語のアンチテーゼと
するなら、ポールの人物造形は「男らしさ」の文脈から検討されねばならな
くなる。同世代の諷刺作家である Aldous Huxley や Wyndham Lewis が描く男
性像と比較すると、内省的に自らの主体性を顧みないハクスリーとルイスの
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主人公とは異なり、ポールは自らの心の中で反響する「男らしさ」というイ
デオロギーの声を聞く。ウォーは Decline and Fall において、規範が内面化さ
れ、男性主体を抑圧するに至る精神的プロセスを描き出している。 
 第 3 章では、第二作 Vile Bodies を取り上げる。この作品には着目すべきふ
たつの挿話がある。ひとつは Mrs Ape がパーティーにて“Just you look at 
yourselves”の一言によって、気まずい瞬間を作り出すシーンである。もうひと
つは、唐突に主人公 Adam Fenwick-Symes を訪れる開戦の報せに続く“Happy 
Ending”と題された最終章である。前作の主人公とは異なり、アダムは名を騙
ることも逃げることもできずに、なぜか戦場へと赴き、銃後ではヴィクトリ
ア十字勲章級の英雄としてでっち上げられる。第一次世界大戦の英雄像は、
西洋近代の家父長制を支え続け、十九世紀末から大戦にかけて体制的イデオ
ロギーを担った「男らしさ」を体現していた。このふたつのシーンでウォー
が描き出すのは、こうした英雄像への内省的眼差しの欠如とそのパロディで
ある。したがって最終章においてもたらされるのは、戦場の英雄が体現した
「男らしさ」という概念の相対化と男性主体への内省的眼差しの契機である。
その契機は、戦間期にあって、次なる大戦に向け、爆発的に盛り上がる「男
らしさ」への盲目的な熱狂を相対化することになる。 
 第 4 章は、A Handful of Dust における主人公 Tony Last の植民地での冒険と
死を、世界恐慌の影響を受けて縮小していく大英帝国と「男らしさ」のイデ
オロギーとの連関から再検討する。トニーの封建的な生活を破壊する人物が、
世界恐慌によって生み出された「女々しい男」John Beaver であること、そし
てトニーが妻の浮気と息子の死後、探検家を名乗り、幻の都市を求めて British 
Guiana へと向かい、そこで死ぬことを考慮するなら、ウォーが A Handful of 
Dust で諷刺の対象とするのは帝国主義を支えた規範的「男らしさ」であるこ
とがわかる。したがって、「冒険家」トニーを追悼して建てられた記念碑は、
帝国主義的男性性の死の象徴であり、A Handful of Dust が象徴的に実践するの
は、帝国主義的男性性の埋葬であると捉えることができる。 
 第 5 章で焦点を当てるのはウォーの代表作 Brideshead Revisited である。こ
の作品の読解に不可欠となる二つの場面において、焦点が当てられるのはい
ずれも戦間期のおける「男らしさ」の問題である。ひとつは、Brideshead 
Revisited のプロローグにて、Charles Ryder 大尉が第二次世界大戦に対して幻
滅を味わう場面である。もうひとつは、チャールズと Sebastian の絆が彼の母
Lady Marchmain の介入によって終わりを迎える場面である。この二つの場面
を十全に理解するためには、Brideshead Revisited は、エドワード朝へと引き継
がれ、やがて第一次世界大戦の戦場にて危機を迎える規範的な「男らしさ」
というイデオロギーの影響との関連から読まれねばならない。そのためには
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ふたつの点に留意することが必要である。ひとつは戦間期における規範的男
性性とチャールズ・ライダーとの関係であり、もうひとつはこの小説が持つ
複雑な語りの構造である。この小説が「男らしさ」というジェンダー規範を
問い直すこととなる戦間期を回想の中心に据え、それを現在の語り手ライダ
ーが積極的に語り直すという枠構造を持っているにも関わらず、この二点の
連関はこれまで十分に議論されてはこなかった。そこで、先行する諸作品と
独立して語られることの多い Brideshead Revisited をウォーの一貫した男性規
範への関心という文脈に差し戻し、語り手ライダーが戦間期におけるジェン
ダー・イデオロギーの働きを詳述し、自らとセバスチャンのかつての絆を自
己批評的にもう一度語り直す行為を、「男らしさ」という規範の正当性を問い
直す対抗的な態度であると論じる。 
 以上の議論において、本論文はイーヴリン・ウォーの主要作品におけるジ
ェンダーへの一貫した内省的眼差しを明らかにし、そこに男性学という理論
体系の成立に先駆けたウォーの男性性表象の先見性を再評価する。この観点
からウォーの作品を時系列に従い再読するとき、彼の作家としてのキャリア
は、当時においてあまり顧みられなかった男性として抑圧された自己の再発
見と規範的男性性への諷刺を通した「自己への内的探求」として位置づける
ことができる。このことは同時に、ウォー並びにその同時代作家の研究に対
しても、第一次世界大戦以後における男性ジェンダーの重要性を論証するこ
とになる。                                                        
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１）論文の特徴 
 本論文は、1930 年代から第二次世界大戦後にかけて活動したイギリスの小説
家である Evelyn Waugh をとりあげ、主にその 30 年代の小説を対象に、大戦間の
外部状況との関連を重視し、従来とは異なる読解の可能性を論証すると同時に、
文化的社会的状況を説明する視座を得ようとする試みである。具体的には、第
一次世界大戦を体験し、第二次世界大戦を迎えようとする 1930 年代が、19 世紀
の家父長制と軍国主義によって育まれた男性性イデオロギーにとって、幻滅と
さらなる理想化とが錯綜する期間であったことを踏まえ、この点からウォーの
四作品を論じてゆくことになる。 
 以下、本論文の特徴を論文構成に従って叙述する。 
 序章においては、先行するジェンダー研究の成果を踏まえ、大戦間が 19 世紀
的男性性にとって重大な時期であったことが示されている。さらに、Aldous 
Huxley、 Wyndham Lewis、 George Orwell、 Graham Greene、Christopher Isherwood
といったウォーと同時代の作家にとっても、男性性や男性主体に関する問題が
重要な問題として意識されていたことが論証されている。 
 第１章においては、同じく戦間期に活動しながらも、ウォーの前の世代に属
し、モダニズムを代表する作家とされ、別の問題圏で研究されることが多い D. H. 
Lawrence と Virginia Woolf をとりあげる。その小説とエッセイの中に、第一次世
界大戦後の社会において、19 世紀的男性性の規範により抑圧される男性像の存
在を明らかにすることにより、ウォーの諸作品との連続性が示されることにな
る。 
 第２章及び第３章においては、ウォーの第一と第二の小説である Decline and 
Fall と Vile Bodies が扱われる。1928 年と 1930 年に相次いで出版されたこの二作
品は、ともに、第一次世界大戦後に現れた若者の生態を諷刺的に描き出した喜
劇小説としてこれまで読まれてきた。これを、男性性の主題の下に再検討を行
う。まず当時“Bright Young Things”と呼ばれた戦後の若者の中に、男性性規範の
存在を例証した後、第２章においては Decline and Fall の牢獄の挿話に、規範が
内面化され、その内面化された規範が抑圧的に作用するプロセスを認識する主
人公を認め、また第３章においては Vile Bodies の最終章の戦場の挿話に男性性
規範の相対化と、相変わらず英雄像を掲げて次なる大戦に向おうとする世界へ
の警告を認めている。 
 第４章で論じる A Handful of Dust は、前二作同様にコメディであるが、前二作
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とは異なり、中世的カントリーハウスを護ろうとする父親を主人公とする。ま
ずこの喜劇に世界恐慌以来の時代変動が克明に描き込まれていることを論証し
た上で、主人公が植民地で死に至る過程を検証することで、この小説において
パロディ的に諷刺されているのが、帝国主義的男性像であることを示している。 
 第６章で扱われるウォーの代表作とされる Brideshead Revisited は、出版年も
第二次世界大戦後の 1945 年であり、作風も前出の三作品とは全く異なり、グレ
アム・グリーンのこの時期の代表作とともに、カトリックや実存主義との関連
で読まれることが多い。最後にこうした異質な小説を取り上げ、この小説の語
りの構造に着目することにより、この小説にも男性性と男性主体形成の主題が
存在することを論証し、ウォーにとってこの主題が 30 年代の初期作品から一貫
して存在し続けていることを示した。 
 最後に以上の成果が、今後、イーヴリン・ウォー研究にとどまらず、第一次
世界大戦後の文学状況の研究に貢献し得ることが述べられている。 
 
 
（２）論文の評価 
 本論文の前述の特徴を踏まえ、その意義は以下のように要約される。 
 第一にイーヴリン・ウォー研究に、男性性及び男性の主体形成という新たな
論点を導入し、Decline and Fall から Brideshead Revisited に至るまで一貫した詳
細な読みを実践し、その有効性を論証したことがあげられる。 
 イーヴリン・ウォーの研究は、第二次世界大戦後の作品が、盟友のグレアム・
グリーンともども、カトリックとの関連などから研究される一方、30 年代の初
期作品は、主に諷刺的喜劇小説として論じられることが多かった。ここに双方
に通じる論点が示されたことで、イーヴリン・ウォー研究が活性化されること
が期待される。 
第二に、「男性性」の主題の下、ウォーを中心として、同時代の他の作家を結
び合わせたことにより、大戦間の歴史主義的研究や文化研究に新たな広がりの
可能性を示したことがある。 
20 世紀前半を対象とするイギリス文学研究は、1920 年代のモダニズムを中心
に起こり、これまで発展して来た。それに比べると 1930 年代あるいは大戦間の
文学研究は、まだその端緒についたに過ぎない。ここにイーヴリン・ウォーを
中心とし、30 年代の作家に共通する主題が呈示されたことで、大戦間に関する
文学研究の発展に寄与することが期待される。 
 以上の点から、本博士論文は、今後のイーヴリン・ウォー研究のみならず、
戦間期の文学・文化研究やジェンダー研究に寄与し得る優れた論文であると言
える。だが一方で、以下に述べる問題点も存在する。 
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 男性性の主題に特化して立論したため、そうせずには明らかにできない問題
が論証された反面、論じ切れない問題が現れてしまったこと。 
 同様に、ウォーの四作品や他の作家、作品を多く扱いながら、その論証がい
くぶん単調にならざるを得なかったこと。 
 しかし、以上の問題点は今後の研究課題として残されるものの、上述した評
価を損なうものではない。特に、本論文で扱われた主題は、日本におけるイー
ヴリン・ウォー研究に一石を投じるものであり、この点は高く評価されるべき
と考えられる。 
 
 以上の理由から、本審査委員会は、本論文を学位に相当する研究として判断
するものである。 
 
 
